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ここが聞きたい！ ８人登壇
ひころの里無料に
水道基本料金１ヵ月無料

         

〈一般質問〉

〈議案審議〉

〈補正予算〉

P 7

P16

P17

P18 議案一覧　P19 委員会報告

《 表紙 》毎年９月に行われる入谷打囃子

例大祭の奉納のようす。当日は晴天に恵

まれ盛大にとり行われました。 

特集

 

特集

 昨年とほぼ同じ
　　　　８億円黒字

P2



南三陸町議会だより 第79 号 ●２南三陸町議会だより 第79 号●３

特 

集決算
令和６年度

決
算
審
査
特
別
委
員
会
で
の

詳
し
い
質
疑
は
、
次
ペ
ー
ジ
か
ら
！

昨年とほぼ同じ
　　  ８億円黒字

詳
細
は
、
上
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ご
覧
く
だ
さ
い
。

３
：
13
：
50
〜

問

失敗を恐れて
いないか

Q.

　
　

失
敗
を
恐
れ
無
難
な
町

づ
く
り
を
し
て
い
な
い
か
。

　
　

後
で
失
敗
と
気
づ
い
た

こ
と
も
、
町
民
、
議
会
に
カ

バ
ー
し
て
も
ら
い
進
ん
で
き

た
14
年
だ
っ
た
。

答

１億1,900万円

１億1,500万円

16億8,300万円

20億1,600万円

4,600万円

4,800万円

国民健康保険

介  護  保  険

水  道  事  業

下 水 道 事 業

病  院  事  業

訪問看護
ステーション事業

19億8,000万円

19億4,400万円

17億1,600万円

16億6,200万円

６億2,400万円

５億8,800万円

１億   400万円

１億1,700万円

１億6,100万円

１億6,000万円

１億8,800万円

１億8,500万円

3,800万円

3,400万円

9,600万円

３億1,400万円

歳入

歳出

歳入

歳出

後期高齢者医療

市  場  事  業

歳入

歳出

歳入

歳出

収益的収入

収益的支出

収益的収入

収益的支出

収益的収入

収益的支出

収益的収入

収益的支出

資本的収入

資本的支出

資本的収入

資本的支出

資本的収入

資本的支出

※金額は十万円以下切り捨て。

詳
細
は
、
上
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ご
覧
く
だ
さ
い
。

２
：
54
：
40
〜

　現在の体制では最後となる令和７年度９月
会議は、９月２日から１１日までの実質８日
間開催され、一般質問（Ｐ７～）、議案審議（Ｐ
１６）、補正予算の審議（Ｐ１７）をおこない
すべて原案どおり可決しました。

　また、令和６年度決算審査特別委員会（村
岡賢一委員長）を設置し、予算の執行によっ
て町民福祉は向上したのかという視点に立っ
て様々な質疑がおこなわれ、すべての会計決
算を原案どおり認定しました。

問答
　
　

主
要
施
策
の
中
で
良
か

っ
た
と
思
う
と
こ
ろ
や
反
省

点
は
。

　
　

Ｌ
Ｓ
Ａ
に
よ
る
高
齢
者

見
守
り
の
継
続
や
、
「
み
な

は
ぴ
」
で
子
育
て
世
代
の
生

の
声
を
聞
け
た
の
は
良
か
っ

た
。
こ
れ
ま
で
の
取
組
に
高

評
価
を
も
ら
い
あ
り
が
た
か

っ
た
が
、
ま
だ
十
分
で
は
な

い
と
も
感
じ
た
。

問答
　
　

補
助
金
を
出
す
の
も
い

い
が
、
地
域
か
ら
お
金
が
漏

れ
出
な
い
た
め
の
取
組
を
。

　
　

役
場
は
町
内
最
大
の
企

業
。
地
元
で
仕
事
、
お
金
を

回
す
努
力
は
し
て
き
た
。

　
　

４
年
の
任
期
が
終
わ
る

が
胸
に
去
来
す
る
も
の
は
。

　
　

４
年
前
に
は
残
っ
て
い

た
復
興
事
業
が
全
て
終
了
し

た
こ
と
が
大
き
い
。
コ
ロ
ナ

の
打
撃
も
厳
し
か
っ
た
が
、

町
民
の
み
な
さ
ん
の
が
ん
ば

り
で
盛
り
返
し
て
き
た
。

問答

一
般
会
計
の
全
体
像

歳 入
歳 出

124 億 0,500 万円

115 億 8,400 万円

形式収支額

実質収支額

繰 越 額

８億 2,100 万円

ー） （出ていったお金）

（入ってきたお金）

ー） 1,900 万円

８億 0,200 万円
↙ ↘

来年度使いみちが
決まっているお金(　　　　　  　　　 )

繰 越 額
（来年度へ） ４億円財政調整基金

繰入金（貯金）４億 0,200 万円

令
和
６
年
度

主
要
方
針

① 産業の振興、持続的発展 …

② 地域経済の好環境に向けた取組 …

③ 人づくりから始まるまちづくり …

④ 福祉の向上・子育てにやさしいまちづくり …

⑤ 学びの充実・住民満足度の向上 …

チャレンジ農業支援事業、ラムサール条約湿地登録推

進事業、約 160団体の教育旅行受入など

臨時特例給付金、燃油価格高騰対策支援事業費補

助金、原油価格高騰対策漁業者支援給付金など

南三陸みらい創生塾「みなゼミ」に２０名参加、

おらほのまちづくり補助金を８団体に、など

小中学校の学校給食費無償化、低所得世帯こども

加算給付金、南三陸町こども計画の策定など

研修活動・文化芸術活動の推進、社会教育団体や

指導者の育成、プロスポーツ団体との連携など

A.　　町長  失敗をカバー

　し合い復興してきた

Q.良かったと思う
ところは

A.　　町長  子育て世代

  の生の声が聞けた

４年間を振り返って思うことはQ.
A.　　町長  復興事業が完了したことが大きい

後藤伸太郎議員後藤伸太郎議員

伊藤　俊議員伊藤　俊議員今野　雄紀議員今野　雄紀議員

総括
的質
疑

詳
細
は
、
上
記

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ご
覧
く
だ
さ
い
。

３
：
05
：
13
〜

黒 字黒 字



答 問

南三陸町議会だより 第79 号 ●４南三陸町議会だより 第79 号●５

町
民
税
の
減
収
要
因
は  

　
　
　
　
　
　 

〈
町
税
〉

答 問
　

（
三
浦
清
人
委
員
）
病
院

経
営
の
赤
字
額
が
２
億
２
千

万
円
で
あ
る
。
改
善
策
は
あ

る
か
。

　
　

自
治
体
病
院
の
７
割
が

赤
字
で
あ
る
。
地
域
医
療
存

続
の
た
め
国
の
支
援
が
早
急

に
必
要
と
考
え
る
。

赤
字
の
病
院
経
営
、
改
善
の

た
め
の
一
手
は  

〈
衛
生
費
〉

一
般
会
計

令
和
６ 

年
度

決
算
審
査
特
別
委
員
会

予
算
は
ど
う
使
わ
れ
た
の
か

答 問
　

（
阿
部
司
委
員
）
認
定
農

業
者
の
現
状
と
今
後
の
取
り

組
み
は
。

　
　

町
の
認
定
が
29
名
。
県

の
認
定
が
２
名
。
国
の
認
定

が
１
名
。
計
32
名
で
あ
る
。

認
定
農
業
者
連
絡
協
議
会
で

様
々
な
課
題
を
議
論
し
て
い

く
。 認

定
農
業
者
へ
の
フ
ォ

ロ
ー
は 

〈
農
林
水
産
業
費
〉

　

（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
町

民
税
が
減
収
と
な
っ
た
理
由

と
今
後
税
収
を
増
や
す
方
策

は
あ
る
か
。

　
　

定
額
減
税
が
主
な
要
因

で
あ
る
。
町
民
の
ご
理
解
と

協
力
を
得
て
徴
収
業
務
に
尽

力
し
た
い
。

移
住
定
住
相
談
、
成
果
が

低
調
　
　 

　 

〈
総
務
費
〉

答 問
　
　

（
伊
藤
俊
委
員
）
相
談

登
録
者
数
が
減
っ
て
い
る
。

考
え
ら
れ
る
要
因
は
。
移
住

者
数
は
８
組
８
名
と
全
員
単

身
と
な
っ
て
い
る
。
フ
ァ
ミ

リ
ー
登
録
や
二
拠
点
居
住
及

び
ふ
る
さ
と
住
民
制
度
導
入

等
の
検
討
し
て
は
。

　
　

特
段
、
要
因
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
引
き
続
き
情
報
発
信

を
継
続
す
る
。
移
住
定
住
に

関
し
て
、
見
合
っ
た
空
き
家

が
少
な
い
の
で
、
移
住
者
の

増
加
は
現
状
で
は
厳
し
い
と

考
え
る
。

歳
　
　
入

歳
　
　
出

答
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
け
入
れ
体
制
整

備
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　      

〈
総
務
費
〉

　

（
後
藤
伸
太
郎
委
員
）
補
助
金
５,
７
０
０
万

円
が
定
住
に
繋
が
っ
て
い
る
か
。
ま
た
地
域
経
済

の
活
性
化
に
ど
の
程
度
貢
献
し
て
い
る
の
か
。

　
　

一
人
あ
た
り
５
２
０
万
円
の
補
助
額
。
実
績

と
し
て
は
こ
れ
ま
で
定
住
者
が
６
名
程
度
で
あ
る
。

中
々
成
果
が
上
が
っ
て
い
な
い
現
況
に
あ
る
。
３

年
間
本
制
度
を
利
用
し
て
４
年
目
か
ら
の
自
立
に

つ
な
が
る
よ
う
支
援
し
て
い
る
。
新
た
な
町
づ
く

り
に
つ
な
が
る
よ
う
取
り
組
み
た
い
。

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
中
途
退
任
が
多
か
っ
た
が
、

伴
走
支
援
が
不
十
分
で
な
か
っ
た
か
。

　
　

就
任
す
る
一
方
退
任
も
あ
る
。
様
々
な
課
題

を
ク
リ
ア
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
。
引
き
続
き
事

業
者
お
よ
び
隊
員
へ
の
サ
ポ
ー
ト
を
推
し
進
め
つ

つ
今
後
も
事
業
を
継
続
し
て
行
き
た
い
。

論戦白熱
★★★問

★★★問 答答

複数委員が質疑
ふ
る
さ
と
納
税
は
大
事
な
収
入
源
　
　
　

　   

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
寄
付
金
〉  

　

（
三
浦
清
人
委
員
）
返
礼
品
の
魅
力
向
上
を
図

り
更
な
る
寄
付
額
の
増
大
を
目
指
し
て
。

　
　

県
下
36
自
治
体
中
24
位
で
推
移
し
て
る
。
今

年
度
返
礼
品
を
倍
増
さ
せ
寄
付
額
も
１
億
円
か
ら

２
億
円
を
目
指
し
鋭
意
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

★★★問
答 問 入

居
募
集
の
見
え
る
化
を 

　   

〈
使
用
料
及
び
手
数
料
〉

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
町
営
住

宅
の
入
居
率
低
下
が
使
用
料

の
減
収
に
繋
が
っ
て
い
る
。

退
去
か
ら
再
入
居
ま
で
の
過

程
を
見
え
る
化
し
て
募
集
の

効
率
ア
ッ
プ
を
図
ら
れ
た
い
。

　
　

自
治
会
長
等
と
情
報
共

有
を
一
層
図
っ
て
い
く
。

使
用
し
て
い
な
い
施
設

の
今
後
は
　  

〈
総
務
費
〉

答 問
　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
旧
林

際
小
の
町
民
プ
ー
ル
の
よ
う

な
使
用
目
的
を
終
え
た
施
設

の
維
持
管
理
は
ど
の
よ
う
に
。

　
　

利
活
用
を
模
索
し
つ
つ

最
終
的
に
は
解
体
す
る
こ
と

に
な
る
。
個
々
の
施
設
ご
と

に
考
え
て
い
く
。

産
後
ケ
ア
事
業
の
反
応
は   

　
　
　
　
　   

〈
衛
生
費
〉

答

問
　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
母
子

モ
と
い
う
ア
プ
リ
導
入
が
な

さ
れ
た
が
母
子
福
祉
業
務
へ

の
効
果
は
ど
の
よ
う
に
。

★★★問 答答

複数委員が質疑
汚
染
牧
草
の
処
理
完
了   　

  

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
農
林
水
産
業
費
〉  

　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
全
て
処
理
が
完
了
し
た
か
。

　
　

町
で
所
管
す
る
汚
染
牧
草
の
処
理
は
す
べ
て

完
了
し
た
。

　

（
佐
藤
雄
一
委
員
）
汚
染
牧
草
処
理
事
業
の
財

源
内
訳
は
。
処
理
先
は
ど
こ
か
。

　
　

国
庫
補
助
金
と
交
付
税
の
み
で
実
施
し
た
も

の
で
あ
り
、
町
の
持
ち
出
し
は
な
い
。

処
理
先
は
公
表
で
き
な
い
が
、
町
外
で
あ
る
。

★★★問

災
害
弱
者
へ
の
目
配
り
を 

　
　
　
　     

〈
民
生
費
〉

答 問
　

（
伊
藤
俊
委
員
）
避
難
行

動
要
支
援
者
の
台
帳
が
整
備

さ
れ
た
が
、
個
別
避
難
計
画

に
つ
な
げ
て
あ
る
か
。

　
　

台
帳
登
録
者
は
１
７
１

名
で
あ
る
。
登
録
時
に
避
難

行
動
計
画
を
策
定
し
情
報
の

共
有
を
図
っ
て
い
る
。

答 問 公
共
事
業
も
積
極
的
に  

　
　
　
　
　
　 

〈
町
税
〉

　

（
三
浦
清
人
委
員
）
建
設

業
が
低
迷
し
て
い
る
。
公
共

事
業
に
よ
る
支
援
が
必
要
と

考
え
る
が
。

　
　

復
興
事
業
が
完
了
し
て

震
災
前
に
戻
っ
た
。
今
後
も

国
県
の
補
助
事
業
を
積
極
的

に
導
入
す
る
。

答 問 震
災
時
の
借
り
入
れ
、
返
済

は
厳
し
く 

　    

〈
諸
収
入
〉

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
災
害
援

護
資
金
の
滞
納
が
増
え
つ
つ

あ
る
が
、
対
応
策
は
。

　
　

高
齢
化
が
進
ん
で
お
り

返
済
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。

返
済
期
間
の
延
長
が
認
め
ら

れ
た
こ
と
も
あ
り
、
大
変
な

状
況
と
思
う
が
返
済
を
お
願

い
し
て
行
き
た
い
。

　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
サ
ポ
ー
ト
業
者
を
変
更
し

た
理
由
と
今
年
度
の
寄
付
額
の
見
通
し
は
。

　
　

全
国
的
な
実
績
を
持
つ
事
業
者
で
あ
る
。
年

末
に
か
け
寄
付
額
が
大
幅
に
増
加
す
る
と
思
う
。

エ
コ
タ
ウ
ン
を
目
指
し
て   

　
　
　
　
　   

〈
衛
生
費
〉

答 問
　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
バ
イ

オ
マ
ス
事
業
の
今
後
の
展
望

は
。

　
　

当
初
、
生
ゴ
ミ
発
電
し

て
売
電
す
る
計
画
で
あ
っ
た

が
、
必
要
数
量
が
集
ら
な
い

た
め
実
現
し
て
い
な
い
。
発

答

問
　

（
髙
橋
尚
勝
委
員
）
泊
浜

漁
港
背
後
の
狭
い
生
活
道
を

漁
港
整
備
事
業
で
解
消
し
て
。

狭
い
道
路
の
改
善
は 

　

　
　
　
〈
農
林
水
産
業
費
〉

答 問
　

（
菅
原
辰
雄
委
員
）
磯
の

沢
に
あ
る
埋
設
場
所
は
夏
場

悪
臭
が
酷
い
。
焼
却
処
理
な

ど
悪
臭
対
策
を
早
急
に
講
じ

て
欲
し
い
。

　
　

他
の
自
治
体
の
対
応
を

参
考
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

獣
の
埋
設
場
所
な
ん
と
か

し
て
　 

〈
農
林
水
産
業
費
〉

答 問
　

（
三
浦
清
人
委
員
）
サ
ケ

回
帰
は
今
後
予
測
出
来
な
い

部
分
も
あ
り
、
放
流
事
業
を

継
続
し
て
行
う
べ
き
。

　
　

県
は
サ
ケ
ふ
化
場
を
集

約
す
る
方
針
で
あ
る
。
動
向

を
見
極
め
対
応
し
た
い
。

サ
ケ
放
流
事
業
の
継
続
を

　
　
　 
〈
農
林
水
産
業
費
〉

答 ★★★問

　
　

産
後
ケ
ア
事
業
と
し
て

授
乳
相
談
や
精
神
面
へ
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
を
行
な
っ
て
い

る
。
母
子
モ
は
検
診
の
案
内

な
ど
母
子
福
祉
に
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

生
し
た
ガ
ス
は
現
在
液
肥
を

つ
く
る
際
の
熱
源
に
使
用
し

て
い
る
。

　
　

町
道
路
線
で
は
な
い
の

で
、
現
状
で
は
整
備
す
る
こ

と
は
難
し
い
。
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予
算
は
ど
う
使
わ
れ
た
の
か

問
　

（
佐
藤
正
明
委
員
）
童
子

下
の
砂
防
堰
堤
工
事
、
下
流

の
改
良
工
事
も
同
時
実
施
さ

れ
た
い
。

　
　

県
へ
要
望
し
た
い
。

で
き
る
工
事
は
一
度
に 

　

　
　
　
　
　   

〈
土
木
費
〉

ここが聞きたい！

一般質問は年４回の定例会議でのみ

一問一答方式で

１人９０分の制限時間で行われます。

議員からの通告によって行われるため

町政全般について自由度の高い議論が展開されます。

今回は

８人の議員が　１７件について

行いました。

佐藤　雄一　議員…８ページ

阿部　司　議員……９ページ

佐藤　正明　議員…１０ページ

菅原　辰雄　議員…１１ページ

後藤伸太郎　議員…１２ページ

今野　雄紀　議員…１３ページ

伊藤　俊　議員……１４ページ

及川　幸子　議員…１５ページ

①町内に高齢者福祉施設を誘致
　する考えは
②多くの住宅木造工作物の管理
　物件の点検状況は

①出生数維持をどう考える
②ふるさと納税への取組は
③高齢者単身世帯について

①農業の耕作課題に支援を
②令和元年の台風 19 号等で被災の
　復旧状況は

①各学年 12 名・36 名収容施設を
　目指して来たのでは？
②河川は適正に管理されているのか

①防災体制の不断の見直しを
②来年は何人入れるの？

①統合医療を取り入れて、患者の
　ＱＯＬの向上を

　

①産業の持続的継承と発展に対する
　取り組みは
②財政力指数の改善・向上を図るために

①魚竜化石に脚光を浴びさせてほしい
②森を守る人々にも光が届く施策を
③津波警報の対応について

「各議員の質問内容」

１

２

３

４

５

６

７

８

一
般
質
問

　各議員の一般質問の動画が見やすいよう、それぞれのページにQRコードを掲載して
います。お手元のスマートフォン等でカメラを起動し、QRコードを読み込み、再生す
ると、その議員の質問の時間からご覧いただくことが可能です。

問
　

（
伊
藤
俊
委
員
）
教
職
員

の
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
現

状
は
。 

　
　

管
理
職
に
よ
る
メ
ン
タ

ル
チ
ェ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
、
衛

生
委
員
会
の
開
催
、
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
や
医
療
機
関
で
の

受
診
な
ど
多
様
な
ケ
ア
が
な

さ
れ
て
い
る
。

先
生
た
ち
の
心
の
ケ
ア
は      

　
　
　
　
　  

〈
教
育
費
〉

答

答

答 問 働
き
手
の
声
を
聞
い
て
　  

　
　
　
　
　  

〈
商
工
費
〉

　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
就
労

奨
励
金
は
働
き
手
の
意
欲
に

つ
な
が
り
評
価
し
た
い
。
最

低
賃
金
制
度
へ
の
町
の
対
応

は
。

　
　

事
業
主
と
働
き
手
の
雇

用
環
境
向
上
に
一
層
努
め
て

い
く
。

問答
　

（
今
野
雄
紀
委
員
）
ギ
ン

ザ
ケ
の
水
揚
げ
実
績
と
他
の

主
要
魚
種
の
構
成
は
。
ま
た
、

ギ
ン
ザ
ケ
養
殖
へ
の
支
援
の

今
後
は
。

　
　

前
年
よ
り
５
億
円
増
と

好
調
。
カ
レ
イ
・
タ
ラ
・
ヒ

ラ
メ
な
ど
。
ふ
化
場
で
の
試

験
飼
育
の
結
果
に
よ
っ
て
は
、

実
現
可
能
な
部
分
も
見
え
て

く
る
。

　

（
伊
藤
俊
委
員
）
高
齢
者

虐
待
相
談
は
増
加
傾
向
、
複

雑
化
し
て
い
る
が
迅
速
に
対

応
で
き
る
体
制
は
。

　
　

関
係
機
関
と
ケ
ー
ス
ご

と
に
共
有
し
、
丁
寧
に
対
応

し
て
い
る
。

　
　

成
年
後
見
制
度
に
つ
い

て
は
任
意
後
見
と
法
定
後
見

の
周
知
も
重
要
だ
が
取
り
組

み
は
。

　
　

制
度
を
分
か
り
や
す
く

説
明
で
き
る
よ
う
工
夫
し
周

知
に
努
め
て
い
く
。

問答 高
齢
者
虐
待
へ
の
対
応
は 

　 

　   

　  

〈
介
護
保
険
〉

多
く
揚
が
っ
た
魚
種
は 

　
　
　       

〈
市
場
事
業
〉

特
別
会
計

問
（
今
野
雄
紀
委
員
）
事
業

費
が
減
額
さ
れ
て
い
る
。
認

知
症
が
減
っ
て
い
る
の
か
、

事
業
の
効
果
に
よ
る
も
の
か
。

答　

対
面
式
研
修
会
が
オ
ン

ラ
イ
ン
に
変
更
さ
れ
た
た
め
。

も
の
忘
れ
相
談
や
認
知
症
カ

フ
ェ
、
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
通
じ
周
知
や
人
材
育
成

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
一
定

の
効
果
は
出
て
い
る
。

問答 認
知
症
総
合
支
援
事
業
の

成
果
と
は   

〈
介
護
保
険
〉

問
　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
学
力

向
上
対
策
委
員
会
、
基
礎
学

力
向
上
研
修
会
及
び
学
習
支

援
事
業
の
取
り
組
み
が
学
力

テ
ス
ト
の
成
果
に
反
映
さ
れ

た
か
。 

　
　

全
国
学
習
状
況
調
査
の

結
果
は
全
国
平
均
を
上
回
る

成
果
を
上
げ
て
い
る
。
点
数

も
大
事
だ
が
学
習
意
欲
の
向

上
に
も
目
を
向
け
た
い
。

学
力
向
上
の
た
め       

　

　
　
　
　  

　
　 

〈
教
育
費
〉

答

答
平
成
の
森
レ
ス
ト
ラ
ン
に
エ
ア
コ
ン
を
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　      

〈
教
育
費
〉

　

（
須
藤
清
孝
委
員
）
エ
ア
コ
ン
が
設
置
さ
れ
て

な
い
。
早
急
な
設
置
を
求
め
る
。

　
　

建
物
の
構
造
上
断
熱
仕
様
の
施
工
に
な
る
。

財
政
部
局
と
協
議
し
な
が
ら
設
置
を
考
え
た
い
。

　

（
三
浦
清
人
委
員
）
公
共
施
設
で
の
食
事
を
提

供
す
る
場
所
に
エ
ア
コ
ン
が
な
い
の
は
い
か
が
か
。 

　
　

簡
便
な
方
法
で
の
設
置
な
ど
を
含
め
て
、
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

論戦白熱
★★★問答 ★★★問

問答
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人気メニューで好循環経済で活性化しましょう

今後の維持管理が心配される中橋

問

答

問 答

問

※本文は、原文のとおり掲載しています。

多
く
の
住
宅
木
造
工
作
物
の
管
理
物
件
の
点
検
状
況
は

町
長
　
現
状
を
把
握
し
施
設
の
長
寿
命
化
を
図
っ
て
い
く

公共施設

答

問

答

答

問

問

答

　
　

一
定
の
年
数
が
経
っ
た

多
く
の
木
造
工
作
物
は
、
雨

風
が
当
た
り
表
面
が
傷
ん
で

く
る
時
期
を
迎
え
管
理
物
件

の
点
検
を
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
。

　
　

現
状
把
握
を
目
的
と
し

た
定
期
的
な
点
検
を
実
施
し
、

施
設
の
長
寿
命
化
を
図
っ
て

い
る
。

　
　

わ
が
町
の
シ
ン
ボ
ル
の

中
橋
は
毎
日
不
特
定
多
数
の

通
行
人
で
賑
わ
っ
て
利
用
さ

れ
て
い
る
。
特
に
管
理
と
点

検
が
必
要
と
思
わ
れ
る
が
、

設
計
時
点
で
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

町
内
に
高
齢
者
施
設
を
誘
致
す
る
考
え
は

町
長
　
実
は
待
機
者
の
実
態
の
数
を
つ
か
む
の
は
非
常
に
難
し
い

福祉施設

管理施設はしっ

かり整備してお

く必要があると

思うよ。

QR コードから一般質問

の動画が見られます。

答 問
　
　

施
設
で
お
世
話
に
な
る

方
が
町
外
へ
行
か
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
こ
と
で
、
利
用

者
を
お
世
話
す
る
の
に
大
変

苦
労
さ
れ
て
い
る
と
聞
く
が
。

　
　

入
所
を
希
望
し
て
い
る

待
機
者
が
い
る
が
、
実
は
実

態
の
数
を
つ
か
む
の
は
非
常

に
難
し
い
。

　
　

家
族
の
方
々
が
安
心
し

て
お
世
話
が
で
き
、
安
心
し

た
生
活
が
で
き
な
い
の
が
実

情
だ
が
。

　
　

全
国
的
に
介
護
施
設
が

あ
る
が
大
き
く
見
直
し
を
し

な
い
と
運
用
が
で
き
な
い
よ

う
な
危
機
感
は
私
も
実
は
持

っ
て
い
る
。
こ
の
問
題
に
つ

い
て
は
非
常
に
多
岐
に
わ
た

っ
て
検
討
を
加
え
て
い
く
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
思
う
。

　
　

全
国
的
に
農
産
物
が
異

常
な
高
値
が
続
い
て
い
る
と

さ　

  

と
う　
　

ゆ
う　

い
ち

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

佐
藤 

雄
一 

議
員

さ　

  

と
う　
　

ゆ
う　

い
ち

阿
部 

　
司 

議
員

あ　
　

べ　
　
　
　
　

  

つ
か
さ

出
生
数
維
持
を
ど
う
考
え
る

町
長
　
長
期
的
に
満
足
が
得
ら
れ
る
政
策
を
行
う

少子対策

小規模自治体に

は社会変化に応

じた特異性ある

政策が必要と思

うが。

QR コードから一般質問

の動画が見られます。

答 問
　
　

出
生
率
の
現
況
は
。

　
　

合
計
特
殊
出
生
率
は

１
・
46
で
県
下
２
位
に
な
っ

て
い
る
。

　
　

出
生
率
の
変
動
が
町
に

与
え
る
影
響
は
。

　
　

出
生
率
減
少
は
当
然
人

口
減
に
つ
な
が
り
憂
え
る
こ

と
で
あ
る
。

　
　

合
計
特
殊
出
生
率
上
昇

要
素
は
。

　
　

子
供
を
多
く
産
み
育
て

る
こ
と
で
あ
る
。

　
　

若
年
女
性
の
流
失
は
出

生
率
上
昇
に
影
響
し
て
い
る

と
思
う
が
対
策
は
。

　
　

各
種
の
子
育
て
支
援
策

を
講
じ
て
い
る
。

　
　

５
年
前
と
比
較
し
て
児

童
福
祉
費
が
増
加
し
て
い
る

が
今
後
の
政
策
は
。

　
　

町
の
総
合
戦
略
計
画
に

添
い
各
種
施
策
を
展
開
す
る
。

問

答

問
　
　

当
町
が
実
施
し
て
い
る

出
生
祝
い
金
の
額
は
。

　
　

第
一
子
３
万
円
、
第
二

子
５
万
円
、
第
三
子
10
万
円
。

答

答

答

問答 問

答 問

ふ
る
さ
と
納
税
へ
の
取
組
は

町
長
　
今
後
も
事
業
伸
長
に
取
組
む
考
え
で
あ
る

還流経済
答 問答 問問

　
　

令
和
３
年
よ
り
寄
付
金

額
が
上
昇
し
て
い
る
が
。

　
　

事
業
を
業
者
委
託
し
た

た
め
で
あ
る
。

　
　

返
礼
品
の
人
気
メ
ニ
ュ

ー
は
。

　
　

３
９
４
品
目
あ
る
が
魚

介
類
や
米
又
は
宿
泊
券
等
が

あ
げ
ら
れ
る
。

　
　

昨
年
は
寄
付
者
が
１
０

０
０
件
増
加
し
６
０
０
０
件

程
だ
が
要
因
は
。

　
　

同
じ
人
が
年
に
２
回
実

施
し
て
い
る
方
も
あ
り
実
数

は
分
か
ら
な
い
。

　
　

寄
付
者
へ
の
町
の
近
況

情
報
等
の
対
応
は
。

　
　

御
礼
状
に
町
長
直
筆
の

サ
イ
ン
を
記
載
し
て
返
信
し

て
い
る
。

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
の
仕
組

聞
く
が
、
施
設
で
の
食
生
活

に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
。

米
の
問
題
も
出
て
い
る
が
そ

れ
ら
に
は
支
援
は
で
き
な
い

の
か
。

　
　

こ
う
い
っ
た
施
設
だ
け

で
は
な
く
、
様
々
な
分
野
で

苦
労
さ
れ
て
い
る
方
々
が
い

る
と
思
う
の
で
、
こ
こ
だ
け

と
い
っ
た
支
援
の
あ
り
方
は
、

な
か
な
か
現
状
と
し
て
は
難

し
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

答 問問 答 問

他
に
﹁
高
齢
者
の
単
身
世

帯
に
つ
い
て
﹂
も
質
問
を

行
い
ま
し
た
。
詳
細
は
、

上
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※本文は、原文のとおり掲載しています。

の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
あ
っ
た

か
。

　
　

月
に
一
回
程
度
町
の
職

員
が
現
状
観
察
を
目
視
で
行

っ
て
い
る
。

　
　

景
観
を
よ
く
す
る
た
め

に
手
入
れ
の
計
画
は
。

　
　

橋
を
利
用
す
る
方
々
の

安
全
を
第
一
に
考
え
た
形
で

安
全
対
策
を
進
め
て
い
る
。

　
　

中
橋
の
維
持
管
理
の
た

め
の
準
備
を
今
か
ら
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

　
　

安
全
性
、
耐
久
性
そ
う

い
う
部
分
に
影
響
が
出
て
来

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら

我
々
と
し
て
も
、
日
常
点
検

を
し
っ
か
り
し
て
安
全
面
の

確
保
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

出
生
祝
い
金
を
現
在
の

10
倍
に
し
て
は
。

　
　

事
業
が
常
態
化
す
れ
ば

資
金
の
問
題
に
な
る
。

　
　

社
会
変
化
に
応
じ
た
政

策
メ
ニ
ュ
ー
が
必
要
で
は
。

　
　

長
期
的
に
満
足
度
が
得

ら
れ
る
政
策
を
行
う
。

の
問
題
が
起
き
て
い
る
地
区

も
あ
る
。

　
　

地
方
の
人
口
減
少
と
比

較
す
れ
ば
住
民
税
減
収
は
比

較
に
な
ら
な
い
の
で
は
。

　
　

ふ
る
さ
と
納
税
は
社
会

全
体
が
還
流
す
る
仕
組
み
で

あ
り
今
後
も
事
業
伸
長
に
取

り
組
む
考
え
で
い
る
。

問答 答

答

答問

問

み
は
。

　
　

寄
付
額
５
割
が
自
治
体

に
、
３
割
が
返
礼
品
に
な
る
。

ま
た
寄
附
者
は
所
得
税
・
住

民
税
の
２
千
円
を
超
え
た
分

が
控
除
に
な
る
。

　
　

関
係
者
の
全
て
が
好
循

環
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
拡

大
す
べ
き
で
は
。

　
　

都
会
で
は
交
付
額
減
少



答

答

答

問
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こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

※本文は、原文のとおり掲載しています。

問

答

答

問答問

問

答 　
　
町
管
理
河
川
は
適
正
な

規
格
構
造
で
管
理
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　
　
計
画
規
模
に
見
合
っ
た

流
下
能
力
を
持
ち
洪
水
を
防

ぎ
つ
つ
、
生
態
系
・
景
観
・

利
用
の
河
川
空
間
が
整
備
で

き
て
い
る
。

　
　
県
管
理
の
八
幡
川
上
流

部
を
含
め
氾
濫
対
策
は
十
分

か
。

　
　
氾
濫
が
生
じ
た
箇
所
は

把
握
し
て
い
る
。
当
該
箇
所

河
川
は
適
正
に
管
理
さ
れ
て
い
る
の
か

河川環境

町
長  

洪
水
被
害
を
防
ぎ
良
好
な

　
　

 

河
川
空
間
が
整
備
さ
れ
て
い
る

は
蛇
行
し
て
お
り
道
路
・
河

川
と
も
屈
折
し
て
お
り
管
理

者
の
宮
城
県
に
方
線
見
直
し

な
ど
、
必
要
な
対
策
を
要
望

し
て
い
る
。

　
　
県
の
職
員
・
町
建
設
課

職
員
と
現
地
調
査
を
し
て
い

る
。
堆
積
物
や
護
岸
の

竹
な
ど
が
河
川
中
央
付
近
に

堆
積
し
流
れ
を
阻
害
し
て
い

る
。
こ
れ
は
長
期
に
わ
た
り

現
地
を
確
認
し
て
い
な
い
証

拠
で
あ
る
。
町
も
県
管
理
箇

所
だ
が
見
廻
り
を
す
る
べ
き

で
は
。
方
線
見
直
し
は
継
続

し
て
要
望
す
べ
き
で
は
。

　
　
県
土
木
部
河
川
係
と
現

地
を
確
認
し
て
い
る
。
指
摘

の
通
り
堆
積
物
・
流
れ
を
阻

害
す
る
ヨ
シ
が
密
生
し
て
お

り
、
県
と
一
緒
に
な
り
早
め

に
対
応
し
た
い
。
方
線
見
直

し
は
諦
め
ず
に
要
望
し
て
行

く
。

法定外公共物区域内　復旧・管理は誰が

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

問　
　
絆
留
学
生
は
36
名
と
し

て
い
る
が
、
受
け
入
れ
体
制

は
充
分
か
。

　
　
南
三
陸
高
校
の
全
国
募

集
枠
は
、
県
教
委
で
１
年
度

12
名
程
度×

３
年
度
で
36
名

と
し
て
あ
る
。
旭
桜
寮
は
24

室
整
備
し
て
い
る
が
12
室
不

足
す
る
の
で
６
年
度
12
月
会

議
に
寮
建
設
工
事
設
計
費
を

補
正
計
上
し
た
が
、
建
設
費

に
係
る
町
負
担
分
の
財
源
が

不
確
実
に
な
り
取
り
下
げ
た
。

不
足
す
る
分
を
町
内
全
世
帯

に
下
宿
受
け
入
れ
な
ど
を
広

く
募
集
し
た
が
効
果
は
出
て

い
な
い
。
高
校
魅
力
化
事
業

の
取
り
組
み
は
、
内
閣
府
な

ど
多
く
の
皆
様
か
ら
、
地
方

創
生
の
最
た
る
施
策
で
あ
る

と
の
評
価
を
受
け
て
い
る
。

今
後
も
県
教
委
と
連
携
を
密

絆留学生

絆留学生は 36 人・
旭桜寮もいずれ
36 人収容に増設
と思っていた！今
建設しないと萎ん
でいくのでは？

QR コードから一般質問

の動画が見られます。

問

問答 　
　
今
年
は
渇
水
の
時
期
が

長
く
続
い
て
お
り
、
稲
作
の

耕
作
は
厳
し
い
状
況
下
で
あ

る
。
今
後
、
耕
作
を
進
め
て 

行
く
た
め
の
支
援
対
策
を
。 

　
　
本
年
は
、
記
録
的
な
雨

量
不
足
で
圃
場
が
渇
水
に
つ

き
、
緊
急
的
な
対
策
と
し
て

８
月
３
日
か
ら
の
３
日
間
、

払
川
ダ
ム
か
ら
取
水
し
た
水

を
ミ
キ
サ
ー
車
及
び
散
水
車

に
よ
り
、
水
不
足
の
深
刻
な

溜
池
や
水
田
に
給
水
を
実
施
。

今
後
の
支
援
対
策
と
し
て
は
、

用
水
確
保
に
要
し
た
電
気
・

燃
料
及
び
給
水
に
必
要
な
資

材
購
入
、
あ
る
い
は
井
戸
の

掘
削
等
に
要
し
た
経
費
の
補

助
を
考
え
て
い
る
。

　
　
６
期
目
の
中
山
間
地
域

直
接
支
払
制
度
事
業
が
継
続

に
な
っ
た
。
団
体
・
面
積
数

の
変
動
は
。

農耕作課題

QR コードから一般質問

の動画が見られます。

農
業
の
耕
作
課
題
に
支
援
を

町
長
　
関
連
法
や
総
合
計
画
の
中
で
対
応
を
行
う

菅
原 

辰
雄 

議
員

す
が　

わ
ら　
　

た
つ　

  

お

に
す
す
め
て
い
く
。

　
　
高
い
評
価
の
取
り
組
み

な
ら
尚
更
、
寮
の
12
室
建
設

は
不
可
欠
で
は
。
当
初
負
担

額
２
０
０
０
万
円
が
プ
ラ
ス

３
０
０
０
万
円
の
５
０
０
０

万
円
と
、
２
倍
以
上
の
額
に

な
る
が
当
初
の
計
画
通
り
進

め
て
、
絆
留
学
生
の
環
境
整

備
に
努
め
る
べ
き
で
は
。

　
　
町
持
ち
出
し
に
も
一
定

程
度
限
界
が
あ
る
。
３
０
０

０
万
円
の
増
額
で
あ
り
、
財

源
に
つ
い
て
の
整
理
が
必
要

で
あ
る
。
寮
に
限
定
せ
ず
町

内
全
体
に
下
宿
・
民
間
の
宿

泊
施
設
借
り
上
げ
な
ど
で
対

応
し
て
い
く
。

　
　
対
象
団
体
は
10
団
体
・

４
個
人
が
９
団
体
・
２
個
人

５
期
の
面
積
は
75.

８
ha
で
、

６
期
は
１.

１
ha
減
に
な
っ

た
。 

旭桜寮の全景 佐
藤 

正
明 

議
員

さ　

  

と
う　
　

ま
さ　

あ
き

令
和
元
年
の
台
風
19
号
等
で
被
災
の
復
旧
状
況
は

河川管理

町
長  

災
害
復
旧
工
事
の
進
捗
に
合
わ
せ

　
　

 

適
切
な
処
理
に
努
め
て
い
る　

問答 　
　
県
管
理
の
河
川
に
あ
る
、

小
森
・
大
平
・
田
表
の
取
水 

堰
の
現
状
と
、
今
後
の
対
応 

策
の
考
え
は
。 

　
　
小
森
取
水
堰
は
下
流
域 

に
は
耕
作
し
て
い
る
水
田
が

な
い
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で

問答

問答問答問答

は
復
旧
計
画
が
な
い
。 

　
　
昔
か
ら
取
水
堰
を
利
用

し
生
活
し
て
い
る
方
々
の
生

活
水
処
理
の
考
え
は
。 

　
　
現
段
階
で
は
農
業
施
設

で
な
く
、
環
境
衛
生
対
策
の

中
で
検
討
し
て
み
た
い
。 

次世代が農地継

続のための対策

を

各
学
年
12
名
・
36
名
収
容
施
設
を

　
　
　
　
　
目
指
し
て
来
た
の
で
は
？

町
長
　
36
名
収
容
に
向
け
町
内
全
戸
に
声
掛
け
を
し
て
い
る

　
　
年
々
、
所
有
者
不
明
農

地
が
増
加
傾
向
、
町
の
現
状

と
今
後
の
対
応
策
は
。

　
　
相
続
未
登
記
の
農
地
面

積
が
２
７
３
ha
で
農
地
全
体

の
16
％
。
今
後
の
対
応
策
は

農
業
委
員
会
と
連
携
し
所
有

者
不
明
農
地
制
度
を
活
用
し

な
が
ら
、
農
地
集
積
を
図
る
。

　
　
大
平
取
水
堰
の
復
旧
工

事
は
４
月
末
に
完
了
し
て
い

る
が
、
５
月
末
の
豪
雨
で
堰

両
サ
イ
ド
が
流
失
、
堰
と
し

て
機
能
し
な
い
状
況
だ
。 

　
　
復
旧
工
事
の
実
施
の
た

め
、
９
月
の
補
正
予
算
に
計

上
し
て
い
る
。 

　
　
田
表
取
水
堰
は
特
に
異

常
は
確
認
で
き
な
い
と
の
事

だ
が
、
魚
道
や
堰
を
保
護
す

る
護
床
工
の
考
え
は
。 

　
　
現
状
を
確
認
し
、
対
策

を
考
え
た
い
。

　
　
大
上
坊
川
に
架
設
し
て

い
る
木
橋
の
復
旧
架
設
の
考

え
は
。

　
　
法
定
外
公
共
物
は
町
の

所
有
だ
が
現
況
の
木
橋
は
町

所
有
で
は
無
い
た
め
、
復
旧

は
困
難
で
あ
る
。
地
域
の

方
々
に
は
書
面
で
提
出
し
て

い
る
。
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問

来
年
は
何
人
入
れ
る
の
？

町
長
　
８
人
程
度
が
基
本
枠

高校寮

答

答

問

糖尿や高血圧と仲良くつきあって、生きがいある人生を 災害対策本部で様々な決定が

　
　

私
は
、
め
っ
た
に
医
者

に
行
か
ず
薬
も
飲
ま
な
い
。

そ
れ
は
自
然
治
癒
力
を
信
じ

て
い
る
か
ら
だ
。
﹁
自
然
治

癒
力
を
引
き
出
す
﹂
と
い
う

新
書
で
、
長
く
最
先
端
の
医

療
に
携
わ
っ
て
き
た
医
師
で

あ
る
著
者
が
、
震
災
を
き
っ

か
け
に
視
点
が
被
災
者
に
心

身
の
ダ
メ
ー
ジ
に
機
能
し
な

か
っ
た
現
実
に
直
面
し
、
現

行
の
医
療
に
限
界
を
感
じ
て

い
た
。
そ
れ
を
機
に
心
と
体

を
一
体
と
し
て
診
る
全
人
的

統
合
医
療
に
注
目
し
、
西
洋

医
学
と
西
洋
医
学
を
補
完
す

る
治
療
法
と
し
て
統
合
医
療

の
必
要
性
を
う
た
っ
て
い
る
。

高
齢
者
が
抱
え
て
い
る
慢
性

疾
患
が
、
悪
い
生
活
習
慣
な

ど
に
対
し
未
病
や
予
備
軍
と

言
わ
れ
る
段
階
で
、
悪
い
習

問

答 問

問

答 問

答

※本文は、原文のとおり掲載しています。

問

答 問

答

答

答 答
　
　

７
月
30
日
、
カ
ム
チ
ャ

ツ
カ
半
島
地
震
に
よ
り
津
波

警
報
が
発
令
さ
れ
た
。
被
害

は
。

　
　

人
的
被
害
は
な
く
、
養

殖
物
な
ど
に
20
万
円
ほ
ど
の

被
害
。

　
　

災
害
対
策
本
部
で
対
応

す
る
中
、
見
え
た
課
題
は
。

　
　

関
係
機
関
と
の
連
携
も

ス
ム
ー
ズ
で
、
本
部
運
営
に

問
題
は
な
か
っ
た
が
、
入
谷

地
区
を
含
め
た
全
町
に
避
難

指
示
を
出
し
た
こ
と
は
、
柔

軟
な
対
応
が
必
要
だ
っ
た
。

　
　

あ
る
意
味
、
い
い
訓
練

に
な
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
。

検
証
を
し
っ
か
り
し
て
、
報

告
書
等
に
ま
と
め
る
べ
き
と

思
う
が
。

　
　

次
の
防
災
会
議
等
に
示

せ
る
よ
う
、
担
当
課
で
作
業

を
進
め
て
い
る
。

防災・減
災 防

災
体
制
の
不
断
の
見
直
し
を

教
育
長
　
マ
ニ
ュ
ア
ル
改
訂
を
含
め
体
制
整
備
に
努
め
る

判断が難しいこと
こそ議論する意味
がある。学校から
の早めの引き渡し
もあり得たのでは
…？

QR コードから一般質問

の動画が見られます。

自然治癒力

糖尿や高血圧と

仲良くつきあっ

て　生 き が い あ

る人生を

QR コードから一般質問

の動画が見られます。

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

ご　

 

と
う　
　

し
ん　

 

た　

  

ろ
う

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

今
野 

雄
紀 

議
員

こ
ん　

  

の　
　

  

ゆ
う　

 

き

　
　

学
校
で
の
対
応
は
。

　

(

教
育
長)

夏
休
み
中
だ
っ

た
が
、
３
校
に
児
童
生
徒
が

お
り
、
活
動
を
中
断
し
、
校

内
に
待
機
し
た
。
引
き
取
り

に
来
た
保
護
者
た
ち
に
、
津

波
注
意
報
以
上
で
原
則
学
校

待
機
と
す
る
と
い
う
震
災
の

教
訓
を
踏
ま
え
た
方
針
を
説

明
し
、
理
解
を
求
め
た
。
こ

の
方
針
は
、
年
度
当
初
に
も

保
護
者
に
示
し
て
い
る
。
そ

の
後
、
災
害
対
策
本
部
で
の

決
定
を
受
け
、
17
時
35
分
に

学
校
の
管
理
下
で
の
安
全
確

保
が
原
則
的
に
最
も
安
全
と

し
つ
つ
、
保
護
者
の
責
任
の

も
と
引
き
渡
し
を
可
と
す
る

方
針
を
示
し
、
18
時
50
分
ま

で
に
全
員
が
帰
宅
し
た
。

　
　

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
止
ま

ら
ず
、
警
報
発
令
が
長
時
間

に
及
ぶ
遠
隔
地
地
震
と
い
う
、

あ
る
意
味
﹁
想
定
外
﹂
の
状

況
。
夜
も
迫
っ
て
い
た
。
対

応
の
見
直
し
も
必
要
で
は
。

　

(

教
育
長)
原
則
を
一
律
に

求
め
る
の
で
は
な
く
、
低
い

と
こ
ろ
を
通
ら
な
い
の
な
ら

ば
引
き
渡
す
な
ど
、
各
学
校

防
災
担
当
者
と
関
係
機
関
で

十
分
に
協
議
し
、
学
校
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
を
含
め

た
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
体

制
整
備
に
努
め
る
。

慣
を
改
め
、
人
間
の
体
が
本

来
持
っ
て
い
る
自
然
治
癒
力

を
引
き
出
す
の
に
、
統
合
医

療
の
各
種
手
法
が
役
立
つ
と

い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
か
ら
の

時
代
、
公
立
病
院
で
も
こ
う

い
っ
た
統
合
医
療
的
要
素
を

導
入
す
る
必
要
性
、
可
能
性

に
つ
い
て
伺
う
。

　
　

統
合
医
療
と
は
、
近
代

西
洋
医
学
を
前
提
と
し
て
、

こ
れ
に
補
完
代
替
療
法
や
伝

統
医
学
等
を
組
み
合
わ
せ
て
、

さ
ら
に
Ｑ
Ｏ
Ｌ(

生
活
の
質)

を
向
上
さ
せ
る
医
療
で
あ
り
、

医
師
主
導
で
行
い
、
単
に
病

気
の
治
療
だ
け
で
な
く
、
精

神
的
・
社
会
的
な
側
面
か
ら

ス
ピ
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
ー
に
い

た
る
ま
で
包
括
的
ケ
ア
を
行

う
、
患
者
中
心
に
据
え
た
チ

ー
ム
医
療
で
あ
る
。

　
　

公
立
で
の
必
要
性
、
可

能
性
は
。

　
　

現
時
点
で
の
我
が
国
の

統
合
医
療
は
、
治
療
の
根
拠
、

裏
付
け
と
い
っ
た
エ
ビ
デ
ン

ス
に
も
乏
し
く
、
患
者
の
安

心
・
安
全
の
た
め
の
情
報
が

不
足
し
て
い
る
。
安
全
性
・

統
合
医
療
を
取
り
入
れ
て
、
患
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
向
上
を

町
長
　
治
療
の
根
拠
、
エ
ビ
デ
ン
ス
が
乏
し
い

有
効
性
が
確
立
し
て
い
な
い

が
、
厚
労
省
を
中
心
に
各
学

会
に
お
い
て
情
報
発
信
や
検

討
会
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

今
後
の
動
向
を
注
視
し
必
要

性
・
可
能
性
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
く
。

　
　

持
続
可
能
な
病
院
で
、

町
民
の
福
祉
向
上
を
目
指
す

た
め
に
、
人
口
減
少
に
向
か

っ
て
い
る
中
、
仙
台
や
牡
鹿

な
ど
で
取
り
組
み
始
め
て
い

る
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
に
当

町
で
も
取
り
組
む
必
要
は
な

い
か
。

　
　

医
師
の
関
係
も
含
め
て

厳
し
い
運
営
を
し
て
お
り
、

今
後
状
況
を
見
極
め
な
が
ら

判
断
し
て
い
き
た
い
。

　
　

南
三
陸
高
校
の
全
国
募

集
は
注
目
を
集
め
て
お
り
、

昨
年
度
は
選
抜
が
お
こ
な
わ

れ
た
。
希
望
者
は
で
き
る
限

り
受
け
入
れ
て
ほ
し
い
と
思

う
町
民
は
多
い
が
、
来
年
度

は
何
人
受
け
入
れ
ら
れ
る
の

か
。

　
　

寮
の
空
室
状
況
を
考
慮

す
る
と
、
８
人
程
度
が
基
本

枠
。
面
接
や
中
学
校
か
ら
の

推
薦
書
類
に
基
づ
い
た
審
査

を
お
こ
な
う
。

　
　

町
の
最
優
先
課
題
で
あ

る
人
口
減
少
対
策
の
た
め
に

も
、
コ
ス
ト
を
か
け
て
で
も

推
進
す
べ
き
こ
と
だ
と
思
う

が
。

　
　

令
和
８
年
度
で
国
の
交

付
金
措
置
も
終
了
す
る
こ
と

か
ら
、
受
け
入
れ
人
数
の
拡

大
は
慎
重
に
検
討
す
る
。
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問

問答答

答

問答

財
政
力
指
数
の
改
善
・
向
上
を
図
る
た
め
に

財政力指数

町
長  

持
続
可
能
な
財
政
運
営
、
行
政
運
営

　
　
　
　  

の
実
現
を
目
指
し
て
取
り
組
む

答答

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

一
般
質
問

プ
ン
し
て
10
年
が
近
づ
い
て

い
る
。

入
居
店
舗
の
契
約
更
新
に
つ

い
て
何
か
対
策
は
。

　
　

今
ま
さ
に
厳
し
い
環
境

の
間
に
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り

会
社
と
共
に
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

商
店
街
で
課
題
だ
と
思

う
と
こ
ろ
は
。

　
　

夜
間
営
業
を
ど
の
よ
う

に
す
る
か
、
イ
ベ
ン
ト
を
ど

の
よ
う
に
し
て
い
く
か
、
待

っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、

自
ら
集
客
努
力
を
継
続
し
て

い
く
こ
と
が
課
題
。

　
　

チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ
プ

一
般
質
問

こ
こ
が
聞
き
た
い

こ
こ
が
聞
き
た
い

答 答問 問
　
　

当
町
の
化
石
に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
る
。
支
所
に
置

く
よ
り
、
魚
竜
化
石
の
展
示

館
を
ハ
マ
ー
レ
広
場
に
作
る

必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　
　

化
石
ブ
ー
ム
は
交
流
人

口
の
拡
大
に
つ
な
が
る
と
期

待
す
る
が
、
魚
竜
館
の
建
設

に
は
多
額
の
建
設
費
用
と
維

持
管
理
費
が
か
か
る
。
効
果

的
な
展
示
方
法
や
施
設
の
あ

り
方
を
引
き
続
き
検
討
す
る
。

　
　

歌
津
地
区
の
化
石
は
世

界
に
誇
れ
る
も
の
。
観
光
の

目
玉
に
な
る
と
思
う
が
。

　
　

同
じ
認
識
で
い
る
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
も
開
催
さ
れ
、

ま
さ
し
く
町
の
宝
物
。
ど
う

売
り
出
し
て
い
く
か
検
討
し

て
い
る
。

　
　

ハ
マ
ー
レ
歌
津
の
来
客

が
少
な
い
の
は
海
産
物
を
販

売
す
る
店
舗
が
少
な
い
こ
と

魚
竜
化
石
に
脚
光
を
あ
び
さ
せ
て
ほ
し
い

町
長
　
効
果
的
な
展
示
方
法
や
施
設
の
あ
り
方
を
検
討

観光戦略

歌津は水産の町

だから地域みん

なで未来を創り

ましょう。

QR コードから一般質問

の動画が見られます。

問 答 問答答
　
　

事
業
承
継
対
策
の
重
要

度
は
。

　
　

産
業
人
口
の
減
少
に
は

強
い
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。

　
　

２
０
１
５
年
に
一
度
実

態
調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、

改
め
て
今
後
調
査
す
る
考
え

は
。

　
　

コ
ロ
ナ
の
影
響
も
あ
り

見
送
っ
て
い
た
が
、
今
後
早

い
段
階
で
調
査
し
た
い
。

　
　

自
治
体
関
与
型
の
事
業

承
継
モ
デ
ル
を
作
る
考
え
は
。

　
　

モ
デ
ル
の
作
成
で
は
な

く
、
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
対
応

策
を
優
先
さ
せ
た
い
。

　
　

ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
の

設
置
検
討
は
。

　
　

商
工
会
が
そ
の
役
割
を

果
た
し
て
い
く
べ
き
と
考
え

る
。

　
　

２
つ
の
商
店
街
が
オ
ー

事業承継

生業を守り、発

展させていくた

めには…

QR コードから一般質問

の動画が見られます。

伊
藤 

　
俊 

議
員

い　

  

と
う　
　
　
　
　

し
ゅ
ん

及
川 

幸
子 

議
員

お
い　

か
わ　
　

ゆ
き　

  

こ

が
ネ
ッ
ク
な
の
で
は
。

　
　

必
ず
し
も
そ
う
と
は
言

い
切
れ
な
い
が
、
商
店
街
の

Ｐ
Ｒ
や
魅
力
づ
く
り
に
事
業

者
や
、
株
式
会
社
ま
ち
づ
く

り
未
来
と
引
き
続
き
連
携
を

図
っ
て
い
く
。

　
　

イ
ベ
ン
ト
を
打
つ
よ
り

常
設
の
店
舗
が
あ
っ
た
方
が

集
客
に
つ
な
が
る
の
で
は
。

　
　

民
間
の
経
営
に
口
を
挟

む
べ
き
で
は
な
い
と
思
う
。

　
　

私
は
歌
津
の
復
旧
は
遅

答

産
業
の
持
続
的
承
継
と
発
展
に

　
　
　
　
　
　
　
対
す
る
取
り
組
み
は

町
長
　
産
業
を
繋
ぐ
、
人
を
繋
ぐ
仕
組
み
作
り
を
検
討

問問

　
　

財
政
力
指
数
の
改
善
策

は
。

　
　

現
状
ベ
ー
ス
で
推
移
し

て
い
く
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
が
地
域
に
及
ぼ
し

た
も
の
は
。

　
　

経
済
が
完
全
に
止
ま
っ

た
。
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　
　

自
主
財
源
を
強
化
し
て

い
く
た
め
に
は
。

　
　

経
済
の
町
内
循
環
を
い

か
に
し
て
い
く
か
が
一
つ
の

方
向
性
。

　
　

行
財
政
改
革
の
見
え
る

化
を
。

　
　

情
報
を
し
っ
か
り
示
す

こ
と
以
外
に
方
法
、
方
策
が

あ
る
か
検
討
し
た
い
。

制
度
な
ど
の
検
討
は
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
会
社
と
検

討
、
相
談
は
行
っ
て
い
る
。

今
年
度
は
部
分
貸
し
な
ど
も

実
施
し
て
工
夫
を
行
っ
て
い

る
。

　
　

指
定
管
理
の
公
募
に
お

い
て
、
地
元
事
業
所
の
優
遇

や
条
件
緩
和
な
ど
検
討
で
き

な
い
か
。

　
　

そ
の
都
度
、
状
況
に
応

じ
て
最
適
な
条
件
等
を
示
す

よ
う
に
努
め
て
い
る
。

答問問答

れ
て
い
る
と
思
う
。
水
産
振

興
セ
ン
タ
ー
は
復
旧
す
べ
き
。

１
２
０
億
円
あ
る
町
の
基
金

を
取
り
崩
せ
ば
い
い
の
で
は
。

答　

基
金
は
何
に
で
も
使
え

る
わ
け
で
は
な
い
。
水
産
振

興
セ
ン
タ
ー
は
作
ら
な
い
。

問

問答 答

なりわいのバトンを繋ぐと、町は元気に

　
　

町
内
に
民
有
林
は
ど
れ

ほ
ど
あ
る
の
か
。

　
　

４,

８
４
０
ha
ほ
ど
。

　
　

所
有
す
る
山
林
の
境
界

が
わ
か
ら
な
い
と
い
う
相
続

人
が
多
い
の
で
は
。

　
　

町
有
地
で
あ
れ
ば
座
標

等
か
ら
境
界
を
確
定
で
き
る

が
、
民
有
林
に
つ
い
て
の
状

況
は
把
握
し
か
ね
る
。

　
　

民
有
林
の
管
理
を
ど
う

模
索
し
て
い
る
の
か
。

　
　

手
入
れ
が
行
き
届
か
な

い
森
林
を
町
が
引
き
受
け
、

経
営
向
き
の
土
地
は
林
業
経

営
者
に
再
委
託
す
る
森
林
経

営
管
理
制
度
の
活
用
を
考
え

て
い
る
。
し
か
し
、
周
知
が

不
足
し
て
い
る
た
め
、
戸
倉

に
42　

の
モ
デ
ル
地
区
を
設

置
し
施
業
し
て
い
る
。

　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

導
入
な
ど
で
、
人
手
不
足
の

解
消
を
図
っ
て
は
。

　
　

町
全
体
で
林
業
に
携
わ

る
人
が
少
な
い
と
い
う
課
題

が
あ
る
の
で
、
人
材
育
成
、

人
材
確
保
、
両
面
か
ら
の
対

応
は
必
要
だ
と
思
う
。

ha

他
に
﹁
津
波
警
報
の
対
応

に
つ
い
て
﹂
も
質
問
を
行

い
ま
し
た
。
詳
細
は
、
上

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
覧

く
だ
さ
い
。

森
を
守
る
人
々
に
も
光
が
届
く
施
策
を

森林管理

町
長  

人
材
の
確
保
や
育
成
、
両
面
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
策
が
必
要
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算
正補

予
９月定例会議

議
案議

審
９月定例会議

ひころの里無料に
問 　

今
定
例
議
会
に
お
い
て
は
ひ
こ
ろ
の
里
管
理
条
例
の

改
正
や
歌
中
の
改
修
工
事
及
び
リ
ア
ス
・
ア
ー
ク
美
術

館
の
気
仙
沼
市
へ
の
管
理
移
行
に
伴
う
財
産
処
分
な
ど

が
審
議
さ
れ
原
案
通
り
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

問 答
　

（
及
川
幸
子
議
員
）
入
館

客
減
少
に
よ
る
料
金
無
料
化

で
業
者
へ
の
影
響
は
。

　
　

次
年
度
事
業
な
の
で
今

後
行
う
。

　

（
伊
藤
俊
議
員
）
入
館
許

可
に
支
障
は
な
い
か
。

　
　

業
者
と
の
細
部
検
討
は

今
後
行
う
。

問答

答

歌
中
、
大
規
模
改
修
に
着
手
　
　

問答
　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）
渇

水
対
策
の
詳
細
と
補
助
の
内

容
は
。

　
　

３
日
間
、
ミ
キ
サ
ー
車

で
水
を
運
搬
し
た
。
さ
ら
に

各
農
家
の
対
策
に
係
る
経
費

に
つ
い
て
補
助
を
出
す
。

渇
水
対
策
で
予
備
費
流
用

　
　
　
　

渇水対策にローリー車で水を運搬

問答問答問答
　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
安
全

設
備
と
し
て
適
用
さ
れ
る
も

の
は
。

　
　

業
務
用
無
線
、
非
常
用

位
置
等
発
信
装
置
、
救
命
い

か
だ
の
３
点
。

　

（
三
浦
清
人
議
員
）
国
へ

の
働
き
か
け
は
。

　
　

国
の
考
え
に
つ
い
て
は

疑
問
に
思
う
と
こ
ろ
も
あ
り
、

既
に
意
見
を
伝
え
て
い
る

　

（
伊
藤
俊
議
員
）
対
象
者

へ
の
情
報
提
供
の
あ
り
方
は
。

　
　

漁
協
と
の
連
携
だ
け
で

な
く
、
各
地
区
に
出
向
い
て

説
明
す
る
こ
と
も
検
討
す
る
。

問問答 答
　

（
及
川
幸
子
議
員
）
女
子

ト
イ
レ
の
改
修
は
。

　
　

女
子
ト
イ
レ
は
す
で
に

水
洗
化
さ
れ
て
い
る
の
で
予

定
は
無
い
。

　

（
伊
藤
俊
議
員
）
歌
中
は

多
目
的
使
用
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
今
後
の
予
定
は
。

　
　

北
側
施
設
が
老
朽
化
し

て
い
る
の
で
早
め
に
改
修
を

考
え
る
。

１

　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
無
料

化
に
よ
る
事
業
内
容
の
変
化

は
。

　
　

業
者
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を

期
待
す
る
。

２３

リ
ア
ス・ア
ー
ク
美
術
館

気
仙
沼
市
の
管
理
に
　
　

問

問答

答
　

（
今
野
雄
紀
議
員
）
今
後

の
教
育
機
関
の
移
行
で
文
化

教
育
面
で
の
後
退
は
な
い
か
。

　
　

気
仙
沼
市
と
の
協
議
を

重
ね
て
い
る
の
で
今
後
も
後

退
は
な
い
と
考
え
る
。

　

（
及
川
幸
子
議
員
）
広
域

行
政
か
ら
の
事
務
移
管
で
職

員
へ
の
負
担
は
。

　
　

気
仙
沼
市
が
行
う
こ
と

に
な
る
の
で
当
町
職
員
へ
の

負
担
は
無
い
。

水道基本料金１ヵ月無料

漁業体験の継続を

陳情審査
◆韮の浜漁港に関する陳情書

審査結果 : 不採択

◆加齢性難聴者の補聴器購入助成

審査結果：採択

　

広
域
行
政
事
務
組
合
で

管
理
し
て
き
た
リ
ア
ス
・

ア
ー
ク
美
術
館
の
出
資
金

な
ど
を
整
理
し
、
令
和
８

年
度
よ
り
気
仙
沼
市
の
管

理
に
移
管
す
る
も
の
。

船外機の盗難防止等のため、漁港施設に防犯カメラの設置を。

高齢者の聞こえにくさ解消や認知症予防のため助成金の創設を。

問答
　

（
後
藤
伸
太
郎
議
員
）
実

施
時
期
と
対
象
世
帯
の
整
理

状
況
は
。

　
　

上
水
道
基
本
料
10
月
分

が
減
免
に
な
る
。
世
帯
情
報

の
デ
ー
タ
確
立
を
行
い
対
応

し
て
い
く
。

水
道
料
金
減
免
対
象
は
　
　
　
　

漁
業
体
験
へ
の
補
助
と
は

　

不
定
期
航
路
事
業
船
等

に
安
全
設
備
導
入
支
援
と

し
て
費
用
の
１\

２
を
補
助
。

詳細は、左記

ＱＲコードから

ご覧ください。

15：15〜
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ま
ち
づ
く
り
へ
の
提
言 

〜 

委
員
会
報
告

安全・安心な町づくりを

未来を支える林業施策

　持続可能な林業振興
について、高知県の視
察を踏まえ、委員会報
告をまとめ町への提言
とした。

総務産業建設
常任委員会

民生教育防災
常任委員会

・・ の受理状況の受理状況請 願　陳 情請 願　陳 情

議
案
一
覧 

〜
９
月
定
例
会
議

　当町の森林は町域の７６％を

占め、地域資源として重要な価

値があり、地域経済の一翼を担

う重要な産業である。一方で、

木材価格の変動、担い手不足、

山林の手入れ不足など課題が顕

在化しており、これに対応する

には、町民・企業・外部人材の

協働による林業の再構築が必要

である。これまでの調査で得た

知見を踏まえ、南三陸町の林業

振興は地域資源を守り育てる

『循環型地域社会の実現』に向

け多角的な施策の展開が求めら

れる。「担い手の確保・育成」

「木材の高度利用」「森林資源

の管理・活用」「住民との連

携」の４本柱をもとに、関係者

同士が向かうべき方向性を共有

していくことを始まりの一歩と

し、循環型の地域づくりを進め

ていくことが望ましいと考えら

れる。しかしながら、林業の振

興は一朝一夕に成果が出るもの

ではなく、長期的な取り組みが

必要不可欠である。よって、南

三陸町の未来を支える施策とす

るために、今後とも議会との連

携を深め地域に根ざした持続可

能な林業振興を目指して展開し

ていくことを提言とし結びとす

る。

　結　び

　防災・減災の現状と
課題について、広島県
で視察した内容を踏ま
えて、委員会報告をま
とめ、町への提言とし
た。

　住民の防災意識を高く保つた

めには、職員の意識が重要であ

る。財源がない、時間がない、

と出来ない理由を見つけてくる

ことは簡単だ。しかし、それを

出来るようにするための方策を

考えることこそが、重要で尊い

仕事ではないか。高台団地に道

が１本というのはやはり大きな

不安が付きまとう。また、ペッ

トとの同行避難の態勢を整える

ことも必要だ。出来ない理由で

はなく、出来る理由を考えてほ

しい。

　災害列島日本に暮らす以上、

いつどこで被災するか、誰にも

分らない。防災・減災の意識を

町民全てに浸透させ、高いレベ

ルに保つということは、相当な

エネルギーが必要になる。出来

ないかもしれない。しかし、あ

きらめたらそこで終わりである。

たゆまぬ地道な継続こそが、い

ざという時いのちを守る最後の

砦となる。これからも、自助、

共助、公助の取組を住民と一緒

に推進しながら、安全・安心な

まちづくりを続けていくという

決意を新たにして、結びとする。

　結　び

９月定例会議　議案一覧　３３件
（報告４件・条例４件・工事４件・和解１件・財産１件・予算 6 件・認定 9 件・同意２件・陳情２件）

報告第　６号

報告第　７号

報告第　８号

報告第　９号

議案第　８号

議案第　９号

議案第１０号

議案第１１号

議案第１２号

議案第１３号

議案第１４号

議案第１５号

報告第１６号

議案第１７号

議案第１８号

議案第１９号

議案第２０号

議案第２１号

議案第２２号

議案第２３号

認定第　１号

認定第　２号

認定第　３号

認定第　４号

認定第　５号

認定第　６号

認定第　７号

認定第　８号

認定第　９号

同意第　１号

同意第　２号

陳情　６の１

陳情　７の１

報告

条例

財産

予算

予算

予算

予算

予算

予算

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

認定

特定公園施設の設置に関する基準を定める条例の一部を改正する条例制定に係る専決処分の報告。

気仙沼・本吉地域広域行政事務組合の共同処理する事務の変更及び気仙沼・本吉地域
広域事務組合規約の変更に係る専決処分の報告について。→P16

令和６年度決算に基づく南三陸町健全化判断比率について。

令和６年度決算に基づく南三陸町資金不足比率について。→P16

職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び職員の育児休業等に関する条例の一部を
改正する条例制定。

ひころの里設置及び管理条例の一部を改正する条例制定。

地域経済の牽引事業の促進による地域の成長発展の基盤強化のための固定資産税の
課税免除に関する条例の一部を改正する条例制定。

議会議員及び長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例制定。

令和７年度町道横断 1 号線道路改良工事を菱中建設（株）石巻支店と 1 億 4,100 万円
で工事請負契約を締結。工期は令和８年 3 月 19 日まで。

令和７年度歌津中学校大規模改修工事を山庄建設（株）と１億 7,600 万円で工事請負
契約を締結。工期は令和 8 年 8 月 28 日まで。→P16

令和６年度町道横断 1 号線道路改良工事を阿部藤建設（株）と 443 万円増額して
7,043 万円で工事請負変更契約を締結。工期は令和７年 10 月 31 日まで。

令和６年度漁港施設機能強化事業（石浜地区）防波堤整備工事を（株）阿部伊組と 2,424 万円
増額して３億 584 万円で工事請負変更契約を締結。工期は令和８年 1 月 30 日まで。

損害賠償の額の決定及び和解について。

気仙沼・本吉地域広域行政事務組合の教育機関を気仙沼市へ移管することに伴う財産処分について。→P16

令和７年度一般会計補正予算（第 2 号）。→P17

令和７年度国民健康保険特別会計補正予算（第 1 号）。

令和７年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第 1 号）。

令和７年度介護保険特別会計補正予算（第１号）。

令和７年度市場事業特別会計補正予算（第 1 号）。

令和７年度水道事業会計補正予算（第 1 号）。

令和６年度一般会計歳入歳出決算の認定について。

令和６年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について。

令和６年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について。

令和６年度介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について。

令和６年度市場事業特別会計歳入歳出決算の認定について。

令和６年度水道事業会計歳入歳出決算の認定について。

令和６年度下水道事業会計歳入歳出決算の認定について。

令和６年度病院事業会計歳入歳出決算の認定について。

令和６年度訪問看護ステーション事業会計決算の認定について。

教育委員会教育長小松祐治氏任命に同意。

教育委員会委員に高橋秀憲氏任命に同意。　

韮の浜漁港に関する陳情書。→P17

加齢性難聴者の補聴器購入に対する補助制度創設等を求める陳情書。→P17

条例

条例

条例

工事

工事

和解

同意

陳情

報告

報告

報告

工事

工事

同意

陳情

  陳　情　書

この陳情については、議員に配布しました。

〇　OTC類似薬の公的保険外し・給付制限の中止を求める陳情書

議会では、町民の方や町外の方からの陳情などを随時受け付けています。

→P２｝



皆さんの考えをお聞かせください。
投稿お待ちしています‼（400 字程度）

「
持
続
可
能
な「
い
の
ち
め
ぐ
る
ま
ち
」の
実
現
へ
」

志
津
川 

廻
館
　

　
　

小 

林
　 

翔 

吾  

さ
ん

　

私
は
こ
の
町
に
魅
力
を
感
じ
数
年

前
に
移
住
し
ま
し
た
。
森
里
海
が
あ

り
、
他
に
は
な
い
取
組
み
を
し
て
い

る
「
唯
一
無
二
の
価
値
」
が
あ
る
町

だ
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
人
も
温

か
く
気
兼
ね
な
く
声
を
か
け
て
く
れ

て
会
話
す
る
。
そ
ん
な
素
晴
ら
し
い

町
。
震
災
復
興
か
ら
現
在
ま
で
多
大

な
る
努
力
と
協
力
の
お
か
げ
で
今
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

時
間
経
過
と
と
も
に
、
町
の
方
向

性
・
屋
台
骨
が
完
成
し
、
こ
れ
か
ら

は
具
体
的
な
肉
づ
け
を
し
て
い
く
時

期
な
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。

最
近
思
う
こ
と
は
、
環
境
や
取
り
組

み
は
素
晴
ら
し
い
が
、
行
政
の
取
り

組
み
は
他
の
市
町
村
と
比
べ
少
し
遅

れ
て
い
る
の
で
は
？
と
思
い
ま
す
。

町
政
と
議
会
が
う
ま
く
連
携
出
来
ず
、

相
互
に
支
え
合
え
て
な
い
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
議
会
の
質
問
・

答
弁
の
一
部
で
は
、
重
箱
の
隅
を
突

く
様
な
質
問
や
、
そ
れ
で
？
と
結
果

が
分
か
り
き
っ
て
い
る
様
な
や
り
取

わたしの意見 あなたの提言わたしの意見 あなたの提言わたしの意見 あなたの提言

議
会
か
ら

り
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
は
町

や
町
民
の
た
め
の
議
会
に
な
っ
て
い

る
の
か
疑
問
に
感
じ
ま
す
。
も
っ
と

町
民
が
興
味
を
持
ち
、
町
の
た
め
に

町
民
の
声
や
想
い
が
届
く
未
来
へ
繋

が
る
議
会
を
期
待
し
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
、
い
の
ち
め
ぐ
る
ま

ち
の
実
現
へ
向
け
官
民
（
住
民
も
） 

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
め
る
町
、
こ

の
先
数
年
後
、
数
十
年
後
の
南
三
陸

町
、
今
の
子
ど
も
達
、
そ
の
先
の
世

代
へ
繋
が
る
町
づ
く
り
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　

地
方
自
治
の
仕
組
み
は
よ
く
車
の

両
輪
に
例
え
ら
れ
ま
す
。
執
行
部
と

議
会
と
は
、
う
ま
く
距
離
を
保
ち
な

が
ら
町
を
前
へ
進
め
る
。
近
づ
き
す

ぎ
て
も
、
別
の
方
向
を
向
い
て
い
て

も
い
け
ま
せ
ん
。
い
た
だ
い
た
声
を

胸
に
刻
ん
で
、
ご
心
配
を
お
か
け
し

な
い
よ
う
な
議
会
を
目
指
し
ま
す
！

編
集
後
記

　

最
も
早
い
梅
雨
明
け
に

な
っ
た
と
思
っ
た
ら
記
録

的
な
残
暑
が
続
い
て
い
ま

す
。

　

９
月
議
会
に
は
例
年
前

年
度
の
決
算
審
査
が
行
わ

れ
ま
す
が
、
年
間
の
各
事

業
に
お
け
る
予
算
に
対
す

る
適
正
性
・
事
業
効
果
及

び
今
後
の
改
善
点
等
の
審

議
が
行
わ
れ
ま
す
。

慎
重
審
議
の
結
果
全
て
の

議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
は
当
町
に

お
い
て
も
改
選
期
に
あ
た

り
町
民
に
よ
る
慎
重
審
査

が
実
施
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
が
こ
の
広
報
誌
の
配
布

時
期
に
お
い
て
は
新
た
な

担
い
手
メ
ン
バ
ー
が
揃
う

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
議
会
広
報
誌

の
御
精
読
と
４
年
間
の
御

協
力
に
感
謝
を
申
し
上
げ

編
集
後
記
と
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

阿
部　

司

発
行
責
任
者  

議
長  

星  

喜
美
男

  

議
会
広
報
常
任
委
員
会

　
　

委 

員 

長　

後
藤
伸
太
郎

　
　

副
委
員
長　

須
藤　

清
孝

　
　

委　
　

員　

佐
藤　

雄
一

　
　
　
　
　
　
　

髙
橋　

尚
勝

　
　
　
　
　

   

阿
部　
　

司

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　
　

俊　
　
　
　

映像配信中！

パソコンやスマートフォンから、　

議会開会中はリアルタイムで、

後日見たい場合は録画

映像をご覧になれます。

次回の会議（予定）

令和７年12月２日（火）

午前10時から

次回の会議（予定）

令和７年12月２日（火）

午前10時から

皆さん議会を傍聴

してみませんか？
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